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 要  旨 
 近年産業の発達に伴い、工場や自動車、鉄道などを原因とする騒音問題が顕在化している。ま
た、都市部などでアパートやマンションなど人々の居住が密になることで、生活騒音が近隣との
トラブルの原因にもなっている。 
 このような騒音問題への取り組みとして、従来から騒音源を物理的に遮蔽する、建築物に遮音
性・防音性の高い素材を利用する、騒音伝播経路の形状を工夫するなどの「受動騒音制御」と呼
ばれる技術により騒音レベルの低減が図られている。しかし、この技術は高い周波数の騒音に対
して有効であるものの、低い周波数の騒音を消音するのには効率が悪く、高い騒音除去性能を達
成するには、制御系（防音材など）を大きく、重くしなければならずコスト高になる。 
 近年この受動騒音制御技術に対して、スピーカなどの駆動部を用いて騒音を制御する「能動騒
音制御」と呼ばれる技術が活発に研究されている。現在研究の中心となっている能動騒音制御の
手法は、適応フィルタで推定した騒音伝播経路を用いて消音信号を生成し、それをスピーカから
出力することで消音地点において騒音を打ち消すものである。しかし、この手法では消音信号を
出力するスピーカから消音地点までの２次経路の伝達特性が適応フィルタを更新するために必要
不可欠となる。 
 これまでに、この２次経路を騒音制御と並行して推定するオンライン２次経路推定手法が提案
されている。しかし、この手法では２次経路推定のために白色雑音をスピーカから出力するため
に、これが消音地点に残留し新たな騒音となることで能動騒音制御系の騒音除去性能を低下させ
る。 
 そこで本論文では、この推定用雑音の注入スケジューリングを行うことで、騒音除去性能を改
善する。この既存手法では、注入停止のタイミングを決定するために多くのパラメタ、閾値設定
を必要としていたが、提案手法ではユーザ設定による閾値をなくし、２次経路推定用適応フィル
タの定常状態で自動的に注入停止させるよう設計している。シミュレーションにより提案した注
入スケジューリング手法の有効性を確認し、それと同時に、注入スケジューリングにより能動騒
音制御系の騒音除去性能が改善されることを示す。 
 
